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一般質問に立つ一般質問に立つ

普
通
科
の
全
県
一
区
制
の
実
施
以
降
１０

年
を
迎
え
、様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

１０
年
間
の
総
括
と
検
証
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

全
県
一
区
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、制
度
導
入

後
１０
年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、来
年
度
、県
立
高
等
学
校

の
魅
力
と
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
中
で
、

制
度
の
総
括
と
検
証
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長

9
月
定
例
会
議  
一
般
質
問

9
月
定
例
会
議  
一
般
質
問

ど
う
し
た
ら
子
供
た
ち
が
こ
の
制
度
の
中
で

地
域
内
の
高
校
を
目
指
す
よ
う
に
な
る
の
か

地
域
と
の
連
携
や
地
域
産
業
と
の
結
び
つ
い

た
特
色
あ
る
教
育
内
容
の
充
実
に
よ
り
、各
学
校
の
魅
力
を

高
め
、特
色
を
中
学
生
や
地
域
の
方
々
に
、わ
か
り
や
す
く
説

明
し
、発
信
す
る
こ
と
に
い
っ
そ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長

滋
賀
県
の
産
業
の
担
い
手
、地
域
産
業
の
後
継
者

育
成
に
関
わ
る
専
門
学
科
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
通

し
、滋
賀
を
支
え
る
職
業
人
、地
域
産
業
の
第
一

線
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長

湖
西
線
沿
い
に
新

し
い
専
門
学
科
等
を
新

設
し
広
域
的
に
中
学
生

が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

状
況
を
検
証
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か湖

西
線
沿

線
に
お
け
る
専
門
学
科

等
の
設
置
に
つ
い
て
、生

教
育
長

湖
西
線
、特
に
北
部
の
生
徒
が
通
学
し
や
す
い
高

校
の
学
科
等
の
配
置
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か

県
全
体
も
魅
力
と
活
力
あ
る
県
立
学
校

づ
く
り
を
考
え
る
中
で
全
県
一
区
の
検
証
と
と
も
に
、

地
域
の
中
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、魅
力
あ
る
新
た

な
学
科
等
の
設
置
を
ど
う
進
め
る
か
検
討
し
ま
す
。

教
育
長

県
内
の
高
校
と
大
学
の
連
携
に
つ
い
て

生
徒
の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
、主
体
的
な
進
路

選
択
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、高
校
の
魅
力

を
高
め
、地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
お
り
、高
大
連
携
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

教
育
長

県
内
の
各
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
く
の
か

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
近
隣
に
あ
る
大
学
と
高

校
が
ど
う
連
携
で
き
る
か
を
踏
ま
え
、高
校
の
教
育
内
容

の
一
層
の
充
実
や
特
色
化
を
図
れ
る
よ
う
な
大
学
と
の
連

携
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
検
討
し
、研
究
を
さ
ら
に
進
め
、

そ
の
よ
う
な
方
向
に
近
づ
く
よ
う
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長

魅
力
あ
る
高
校
教
育
に
つ
い
て

琵
琶
湖
大
橋
通
行
料
金
値
下
げ

琵
琶
湖
大
橋
通
行
料
金
値
下
げ

琵
琶
湖
大
橋
通
行
料
金
値
下
げ

琵
琶
湖
大
橋
通
行
料
金
値
下
げ

９
月
議
会　

一
般
質
問

９
月
議
会　

一
般
質
問

再
質
問

再
質
問鳥

獣
害
対
策
に
つ
い
て

123

カ
ワ
ウ
対
策
に
つ
い
て

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
つ
い
て

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
ど
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
を
目

的
に
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

　

琵
琶
湖
大
橋
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、追
加
事
業

（
合
計
約
８４
億
円
）い
た
し
ま
す
。内
容
は
、琵
琶
湖

大
橋
の
耐
震
化
、周
辺
道
路
の
４
車
線
化
に
よ
る

現
在
お
よ
び
将
来
の
混
雑
箇
所
の
解
消
、Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
導
入
等
で
す
。

　

平
成
２８
年
４
月
よ
り
、表
の
通
り
値
下
げ
。

料
金
徴
収
期
間
は
平
成
４１
年
８
月
ま
で
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
活
用
し
た

広
域
救
急
医
療
体
制
の
充
実

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
活
用
し
た

広
域
救
急
医
療
体
制
の
充
実

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
活
用
し
た

広
域
救
急
医
療
体
制
の
充
実

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
活
用
し
た

広
域
救
急
医
療
体
制
の
充
実

　

平
成
２７
年
４
月
２８
日
、栗
東
市
の

済
生
会
滋
賀
県
病
院
を
基
地
病
院
と

す
る
京
滋
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、天
候
に
も
左
右
さ
れ

ま
す
が
、滋
賀
県
内
ど
こ
で
も
３０
分
以

内
に
救
急
医
療
が
提
供
で
き
る
体
制

が
整
い
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
患
者
を
乗
せ
た

救
急
車
が
合
流
す
る
場
所
、ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
高
島
市
内
に
２２
ヶ

所
設
置
し
て
お
り
、ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ

ン
ト
の
救
急
車
内
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に

搭
乗
し
て
い
る
医
師
と
看
護
師
が
初

期
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
要
請
は
、キ
ー

ワ
ー
ド
方
式
に
よ
り
消
防
本
部
通
信

指
令
課
が
行
い
ま
す
。

　

京
滋
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
こ
れ
ま
で

高
島
市
内
へ
27
件
出
動
し
、ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
だ
か
ら
こ
そ
救
え
た
命
が
既
に

１
件
あ
り
ま
す
。

指示
番号 名　称 名　称指示

番号

ドクターヘリ・ランデブーヘリポート一覧表（高島市）

徒
や
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、進
路
先
の
確
保

を
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
日
月
委
員

答
弁
者

2

琵
琶
湖・淀
川
流
域
に
係
る

防
災
対
策
に
つ
い
て

123

原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
を
想
定
し
た
広
域

的
な
給
水
の
検
討
に
つ
い
て

琵
琶
湖
・
淀
川
以
外
の
流
域
で
の
研
究
会
設

置
と
評
価
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
プ
ラ
ン（
風
水
害
対
策
編
）の
具

体
的
な
取
組
状
況
に
つ
い
て

井
戸
連
合
会
長

答
弁
者

1

200

150

120

※20％割引は平成32年4月導入予定です。（ETC使用車のみ）

20％割引を
した場合

普通
150

100

80

軽自
300

200

160

大型Ⅰ
710

500

400

大型Ⅱ

琵琶湖大橋本体の耐震対策、A、B区間の4車線化を実施

凡 　例
…琵琶湖大橋有料道路管理区間
…対策区間
…整備内容 …交差点名

１
１
９
番
に
電
話
が
あ
っ

た
時
に
、通
報
者
の
内
容

に
、例
え
ば「
交
通
事
故

で
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い

る
」「
高
い
所
か
ら
落
ち

た
」「
意
識
が
無
い
」「
急

に
呂
律
が
回
ら
な
く
な
っ

た
」等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

あ
れ
ば
、直
ち
に
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
出
動
要
請
を

行
う
も
の
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
と
は
？

1

1

2

現行料金

新 料 金

要請件数

※平成25・26年は大阪府ドクターヘリ、
　平成27年は京滋ドクターヘリを利用

（ ）内は高島市要請

年度/年

平成25

平成26

件数/件

14（1）

18（3）

184（27）平成27
10/10時点

梅 ノ 子 運 動 公 園

びわ湖こどもの国芝生広場

高 島 運 動 公 園

高 島 市 民 病 院

新 旭 グ ラ ウ ン ド

総 合 運 動 公 園 駐 車 場

森林スポーツ公園野球場

高 島 市 横 山 農 村 広 場

ピックランドグラウンド

陸 自 大 供 グ ラ ウ ンド

朽 木 中 学 校 グ ラ ウンド

京都精華大学朽木グラウンド

高島市立マキノ北小学校

高島市立マキノ東小学校

マキノ高原スキー場　駐車場

高島市立マキノ南小学校

高 島 市 立 今 津 西 小 学 校

高 島 市 立 広 瀬 小 学 校

朽 木スキ ー 場 　 駐 車 場

高 島 市 朽 木 グ ラ ウンド

高島市消防本部グラウンド

グリーンパーク想い出の森

ドクターヘリ救助訓練の様子ドクターヘリ救助訓練の様子
2 3

6 5 4

関
西
広
域
連
合

「
３０
分
以
内
で
の
救
急
医
療
体
制
」

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

の
確
立

琵琶湖大橋

琵琶湖
大橋東詰

真野IC

水保町西
R161号
平成27年度
新規事業箇所
（4車線化）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22
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「
生
き
る
の
教
室
」 

湖
西
中
学
校
で
が
ん
教
育

「
生
き
る
の
教
室
」 

湖
西
中
学
校
で
が
ん
教
育

「
生
き
る
の
教
室
」 

湖
西
中
学
校
で
が
ん
教
育

「
生
き
る
の
教
室
」 

湖
西
中
学
校
で
が
ん
教
育

地域イベント地域イベント地域イベント地域イベント

　

最
後
に
中
川
先
生
か
ら「
今
日

学
ん
だ
こ
と
を
必
ず
家
族
に
報
告

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
今
書
い

た
文
章
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
ひ
と
り
で
も
多

く
の
方
の
命
を
助
け
た
い
、と
い

う
先
生
の
お
気
持
ち
が
子
供
達
に

伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
子
供
達

の
代
表
が
、「
が
ん
は
死
ぬ
病
気
だ

と
思
い
込
ん
で
い
た
け
ど
、早
期
発
見
で
治
る
と
分
か
っ
た
。
家

族
に
も
検
診
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
。」も
う
ひ
と
り
の
方
は
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、が
ん
で
亡
く
な
っ
た
時
、大
変
悲
し
か
っ
た
。

今
日
学
ん
だ
こ
と
で
、お
母
さ
ん
は
が
ん
か
ら
守
り
た
い
。」と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
校
長
先
生
か
ら
も「
こ
の
授
業
を
し
て

良
か
っ
た
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

が
ん
患
者
は
増
え
て
お
り
ま
す
が
、が
ん
は
治
る
病
気
で
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
と
が
ん
検
診
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地域要望を受けて
　

10
月
14
日
に
バ
イ
エ
ル
薬
品
1
0
0
周
年
記
念
企
画

「
生
き
る
の
教
室
」が
湖
西
中
学
校
2
年
生
1
0
5
名
を

対
象
に
、東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
放
射
線
科
准
教

授
／
緩
和
ケ
ア
診
療
部
長
中
川
恵
一
先
生
を
お
迎
え
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、患
者
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
岸
田
徹
様
に
は
東
京
か
ら
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、全
国
で
3
市
に
て
計
画
さ
れ
、そ
の
中
で
滋

賀
県
高
島
市
を
選
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
が
ん
の
こ
と
に
つ

い
て
、家
族
と
も
話
し
合
う
機

会
が
な
く
、私
自
身
も
そ
う
で

し
た
が
、間
違
っ
た
知
識
を
持
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
後
半
の
授

業
の
中
で「
大
切
な
人
の
命
に

つ
い
て
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
活
発
に
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2015.10.14

木
津
区
よ
り
一
昨
年
の

台
風
18
号
に
よ
る
堆
積

土
砂
の
浚
渫
の
要
望
が

あ
り
、現
地
調
査
。平
成

27
年
8
月
浚
渫
完
了
。

    

新
旭
町
　
一
級
河
川

今
川
浚
渫
工
事
要
望

1地
元
住
民
よ
り
浚
渫
の

要
望
が
あ
り
、現
地
調

査
。年
度
内
完
了
予
定
。

    

新
旭
町
　
一
級
河
川

林
照
寺
川
浚
渫
工
事
要
望

2

三
谷
区
、伊
井
区
よ
り

県
道
藺
生
日
置
前
線
補

助
道
路
整
備
の
要
望
が

あ
り
、現
地
調
査
。11
月

車
道
部
供
用
開
始
。

    

今
津
町
　
県
道
藺
生

日
置
前
線
補
助
道
路

整
備
事
業
要
望

3県
道
小
浜
朽
木
高
島
線

中
野
工
区
橋
梁
工
事
に

支
障
と
な
る
電
柱
の
早

期
移
設
に
関
し
、関
西

電
力
を
訪
問
。早
期
移

設
完
了
。11
月
供
用
開

始
。

    

安
曇
川
町

県
道
小
浜
朽
木
高
島
線

中
野
工
区
の
橋
の

整
備
要
望

4

地
元
住
民
よ
り
市
場
野

田
鴨
線
の
側
溝
等
、道

路
施
設
整
備
の
要
望
が

あ
り
、現
地
調
査
。平
成

27
年
７
月
完
了
。

    

朽
木
　
県
道
市
場

野
田
鴨
線 

整
備
要
望

5地
元
住
民
よ
り
護
岸
の

早
期
復
旧
工
事
の
要
望

が
あ
り
、現
地
調
査
。平

成
27
年
８
月
完
了
。

    

高
島
　
萩
の
浜

グ
ラ
ン
ド
護
岸

復
旧
工
事
要
望

6

山
中
区
よ
り
砂
防
事
業

の
早
期
着
工
及
び
応
急

対
策
要
望
が
あ
り
、現

地
調
査
。
砂
防
事
業
は

予
備
建
設
中
、応
急
対

策
は
平
成
27
年
９
月
完

了
。

    

マ
キ
ノ
町

ガ
ニ
川
砂
防
事
業

及
び
支
流
大
谷
川
の

応
急
対
策
要
望

7沢
区
よ
り
百
瀬
川
河
川

改
修
工
事
の
促
進
、生

来
川
の
繁
茂
す
る
草
木

の
除
去
要
望
が
あ
り
、

現
地
調
査
。

    

マ
キ
ノ
町

一
級
河
川
百
瀬
川

改
修
事
業
及
び

生
来
川
の

維
持
管
理
要
望

8

横
江
区
よ
り
四
津
川
鴨

線
の
横
江
区
集
落
か
ら

西
へ
約
2
0
0
ｍ
の
歩

道
整
備
要
望
が
あ
り
、

現
地
調
査
。平
成
27
年

度
、着
手
予
定
。

９
月
議
会
で
は
、高
浜

原
発
再
稼
動
問
題
や

「（
仮
称
）人
口
減
少

を
見
据
え
た
豊
か
な

滋
賀
づ
く
り
総
合
戦

略
」等
、様
々
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
来
年
度

に
向
け
た
政
策
と
予

算
要
望
が
始
ま
り
ま

す
。
常
に
現
場
を
確

認
し
な
が
ら
皆
様
の

声
を
聞
い
て
、新
た
な

政
策
実
現
に
向
け
て

前
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。地
域
の
人

の
輪
を
大
切
に
し
、高

島
の
魅
力
を
引
き
出

し
、初
心
忘
れ
ず
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

    

安
曇
川
町

県
道
四
津
川
鴨
線

横
江
地
先
歩
道
整
備
要
望

9

    

一
級
河
川
鴨
川
水
系

（
鴨
川
、八
田
川
、青
井
川
）の

早
期
整
備
及
び
浚
渫
要
望

10県
土
木
、高
島
市
土
木
、

流
域
自
治
会
、流
域
関

連
市
議
会
議
員
の
皆
さ

ん
と
、一
級
河
川
鴨
川
の

工
事
進
捗
状
況
の
現
地

調
査
と
要
望
聞
取
り
。

▲三日月知事、安曇川町中野に
　一週間生活体験・実践活動をされ、
　その中で地域交流として、地元の
　流しそうめんのイベントに参加

▲高島高等学校吹奏楽部も出演　
4月よりがんの拠点病院に指定され、市民の皆さんに向けて
がん予防啓発に積極的に取り組んでおられます。

地域行事に参加させていただきました。

◀第二回市民交流コンサート
　京都堀川音楽高校にて盛大に開催

高島市で
知事

生活体験

　今年９月に、十八川区で一級河川安曇川からの越水を
防ぐための堰板を保管する防災倉庫を建設されました。
　今回の訓練当日は県道を１
時間程度通行止めにして、多く
の区民のご参加のもと、堰板を
はめる実践さながらの防災訓
練を実施され参加しました。こ
れからも地域住民の皆様と一
緒に防災に努めます。

十八川区防災訓練十八川区防災訓練十八川区防災訓練十八川区防災訓練

十八川区防災訓練（堰板設置）

10
18

マキノ町
びわ湖高

島栗マラ
ソン

10
11

安曇川町リバーサイド区秋祭り

10
11

今津地域運動会

10
11

朽木地域ふるさとスポーツカーニバル

8
8

たかしま夏まつり（高島地区）

8
2

新旭町　ラシーヌ ホーム 針江
オープンセレモニー参加

10
18

編
集
後
記

平成27年9月1日平成27年5月17日

平成27年6月2日平成27年6月3日

平成27年6月8日平成27年4月22日

平成27年7月22日

平成27年8月28日

平成27年10月7日

平成27年10月20日

高島市民
病院まつり

高島・京都
市民交流


